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北米の湖畔に生育する半水生でアブラナ科の Rorippa aquatica は，葉の断面から栄養分体を再生す
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図 1　一般的にみられる植物の再生様式
図 2　Rorippa aquatica の栄養繁殖






トの上からラップをかけた。栄養繁殖は 22ºC の 24 時間明条件下で 20 日間行なった。再生した栄養
分体は培養土（バーミキュライト：赤玉土：メトロミックス＝ 3 : 1 : 1）が入った栽培ポットに鉢上
げし，30ºC の 24 時間明条件下で 40 日以上栽培した。2～ 3日に 1度，0.5 ml/L のハイポネックス
溶液（窒素：リン酸：カリウム＝ 6 : 10 : 5）を与えた。
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2.2 栄養繁殖
栽培ポットへの鉢上げ後 40 日以上経過した複数の個体から，生育の良い葉を無作為に切り取り，
それらを葉 1枚につき 3～ 4枚の葉片に切り出して，水道水を含ませた培養土「水草とシュリンプ
の土（charm）」を敷いたプラスチック製のバット上，および，水道水を含ませたコンフォートサー
ビスタオル（クラシエ）を 2枚敷いたプラスチック製のバット上で，それぞれ栄養繁殖させた。栄養


























以上のことから，より発達した栄養分体を得ることで R. aquatica の個体数を増やしたい場合には








究をもとに，植物の再生に関与する遺伝子の発現解析を R. aquatica の葉断面において行なうことで，
遺伝子の発現が変動し始める時期を特定する予定である。その後，上記の発生学的解析，分子生物学
的解析をもとに，再生過程において重要な現象が起こると考えられる時期を決定し，その当該時期に
おいてRNA-seq を行なう。これにより，遺伝子の発現を網羅的に解析することで，R. aquatica の栄
養繁殖のメカニズムに重要な役割を果たす遺伝子群や遺伝子ネットワークを同定することができると
考えている。
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Abstract
Rorippa aquatica （Brassicaceae） has a high vegetative propagation capacity. This plant can produce 
plantlets from leaf fragments that have been stripped off their stems without any external application 
of plant hormones. The molecular mechanism underlying plant vegetative propagation still remains 
unclear. In this study, we investigated the most suitable reproduction conditions in order to improve 
our understanding of the vegetative propagation mechanism in R. aquatica. The results suggest that 
paper with water is the most suitable condition for developmental and molecular analyses. This study 
should help further studies on the mechanism underlying vegetative propagation in Rorippa aquatica.
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